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学校関係者評価
記入欄

評

価
４　各学年とも年間3回以上の地域人材の活用 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　各学年とも年間２回以上の地域人材の活用 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　各学年とも年間１回以上の地域人材の活用 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　地域人材を活用することができなかった 1　保護者アンケート満足率60％未満

４　各学年とも年間3回以上の交流授業実施 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　各学年とも年間２回以上の交流授業を行う 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　各学年とも年間１回以上の交流授業を行う 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　交流授業を行うことができなかった 1　保護者アンケート満足率60％未満

４　月3回以上の更新 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　月2回以上の更新 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　月1回以上の更新 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　月1回未満の更新 1　保護者アンケート満足率60％未満

４　年3回以上の実施 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　年2回以上の実施 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　年1回以上の実施 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　年1回未満 1　保護者アンケート満足率60％未満

4　定時退勤日を月に4日以上設定（年48日以上設定） A　設定した定時退校日の達成割合が90％以上

3　定時退勤日を月に3日以上設定（年36日以上設定） B　設定した定時退校日の達成割合が80％以上

2　定時退勤日を月に2日以上設定（年24日以上設定） C　設定した定時退校日の達成割合が70％以上

1　定時退勤日を月に2日未満設定または設定なし（年24日未満設定） D　設定した定時退校日の達成割合が70％未満

4　会議の設定を平均週１日にする A　1人当たりの月平均時間外在校等時間30時間以下の割合　90%以上

3　会議の設定を平均週2日にする B　1人当たりの月平均時間外在校等時間30時間以下の割合　80%以上

2　会議の設定を平均週3日にする C　1人当たりの月平均時間外在校等時間30時間以下の割合　70%以上

1　会議の設定が平均週4日以上 D　1人当たりの月平均時間外在校等時間30時間以下の割合　70%未満

４　90％以上の単元で達成 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　80％以上の単元で達成 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　70％以上の単元で達成 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　70％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満

４　80％以上の児童が達成 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　70％以上の児童が達成 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　60％以上の児童が達成 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満

４　低学年月４回、高学年月３回以上、図書の貸し出し実施 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　低学年月３回、高学年月２回以上、図書の貸し出し実施 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　低学年月２回、高学年月１回以上、図書の貸し出し実施 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　低学年、高学年とも、月に一度も図書の貸し出しは行わなかった。 1　保護者アンケート満足率60％未満

４　70％以上の単元で実施 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　60％以上の単元で実施 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　50％以上の単元で実施 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　50％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満

４　80％以上の指導場面で達成 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　70％以上の指導場面で達成 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　60％以上の指導場面で達成 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満

４　80％以上の児童が達成 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　70％以上の児童が達成 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　60％以上の児童が達成 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満

４　80％以上の児童が達成 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　70％以上の児童が達成 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　60％以上の児童が達成 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満

４　80％以上の児童が達成 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　70％以上の児童が達成 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　60％以上の児童が達成 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満

４　80％以上の児童が達成 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　70％以上の児童が達成 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　60％以上の児童が達成 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満

４　80％以上の児童が達成 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　70％以上の児童が達成 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　60％以上の児童が達成 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満

４　１年に３回以上実施 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　１年に２回以上実施 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　１年に１回以上実施 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　１年に１回未満 1　保護者アンケート満足率60％未満

４　１年に３回以上実施 4　保護者アンケート満足率80％以上

３　１年に２回以上実施 3　保護者アンケート満足率70％以上

２　１年に１回以上実施 2　保護者アンケート満足率60％以上

１　１年に１回未満 1　保護者アンケート満足率60％未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評価A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評価B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評価C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評価D

日常的に、運動やスポーツ（遊びを含む）に積
極的に取り組ませる。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる
学校関係者評価の評価基準例

令和8年3月31日

子どもに夢と気概を育む
教育実践を行う。

地域人材を積極的に活用した教育活動を行
う。

豊
か
な
心
の
涵
養

あいさつがきちんとできるようにさせる。

保護者や地域と一体となって子どもたちを育
む。

学校教育目標  　　・よく考えくふうする子　　・思いやるのある子　　・つよい心と体をもつ子

○目指す学校像・・・・・・・・一人一人の子どもが光り輝き、「今日も一日楽しかったな」と言って帰ることができる学校
○目指す児童・生徒像・・・「本気になって」取り組もうとする子ども　「できる喜び」を体験し、自信をもつ子ども　「わかる楽しさ」を実感し、意欲を高める子ども
○目指す教師像・・・・・・・常に児童のことを考え続ける教師　心に余裕をもち、誰にでも優しく接することができる教師　仕事の改善意識を常に持つ教師

地域・家庭との連携を強
化する。

重点目標の成果と課題

社

会

に

開

か

れ

た
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程

の

実

現

学校経営の重点　　重点施策１　楽しい授業、わかる授業の推進　重点施策２　いじめの早期発見・早期対応に向けた取組の推進　重点施策３　地域と連携した教育活
動の推進

学校公開・学校行事での教育活動の公開に
取り組む

確
か
な
学
力
の
育
成

２０２６年度　町田市立忠生小学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

基礎学力を保障する教
育を実践する。

学習に興味・関心を持た
せ、主体的に学ぶ教育を
実践する。

子どもが主体的に学び、教
師が導く授業改革を進め、
主体的・対話的で深い学び
を実現することで、基礎的・
基本的な知識及び技能の
確実な習得と思考力、判断
力、表現力等とともに学び
続ける力の育成を図る。

各教科の基礎的・基本的なことがらを身に付
けさせる。

宿題や家庭学習に積極的に取り組ませる。

すすんで読書ができるようにさせる。

ICT（学習機器）を積極的に活用できるように
する。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

他者意識を育む教育を
実践する。

いじめ防止や体罰防止に取り組み、子どもた
ちの人権を大切にする。

学校のきまりや家庭のきまりを守ることができ
るようにさせる。

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

　成果指標評価基準

そ
の
他

食に関する知識や望ましい食習慣、生活習慣
を身に付けさせる。

小中連携を活用し、安
心・安全かつ快適な学校
環境を保障する。

忠生中学校と連携して教育活動に取り組む。

校内整備や校内美化に取り組む。

自己理解及び自尊感情
を高める教育を実践す
る。 交通事故防止や不審者対応などの安全意識

をみにつけさせる。

健
や
か
な
体
の
育
成

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要
D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で成
果と課題、改善点について協議する。

目指す学校及び子どもの姿
を家庭や地域社会と共有・
連携した教育課程を実施す
る。

地域・保護者への情報発信を推進する。

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

町田ゼルビア等と連携し
て、児童一人一人の体
力向上を図る。

教員の働き方改革を推
進する。

定時退庁日を週１回設定し、８０時間超の残
業している職員を生み出さない。

水曜日の授業時数を４時間にすることで、会
議の設定時間を確保し、業務に集中して取り
組めたり、年次有給休暇を取得したりしやす
い環境をつくる。

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


